
広陵町建設工事監督技術基準

（目的）

第１ この技術基準は、広陵町建設工事監督要領（令和２年５月２

１日付け広総第３９号）第８に基づき、広陵町が発注する建設工

事（関連設備工事を含む。以下「工事」という。）の請負契約に

係る監督の技術的基準を定め、もって監督業務の適切な実施を図

ることを目的とする。

（用語の定義）

第２ この技術基準において次に掲げる用語の定義は、それぞれ当

該各号に定めるところによる。

(1) 監督

監督とは、契約図書における発注者の責務を適切に遂行す

るために、工事施工状況の確認及び把握等を行い、契約の適

正な履行を確保する業務をいう。

(2) 監督職員

監督職員とは、総括監督員及び一般監督員を総称していう。

(3) 現場技術員

現場技術員とは、監督業務を委託する場合の監督員をいう。

(4) 監督職員等

監督職員等とは、監督職員及び現場技術員を総称していう。

(5) 監督の方法

監督の方法とは、監督行為（指示、承諾、協議、通知、受

理、確認、把握及び立会）を総称していう。

(6) 指示

指示とは、監督職員が受注者に対し、工事の施工上必要な

事項について書面をもって示し、実施させることをいう。



(7) 承諾

承諾とは、契約図書で明示した事項で、発注者若しくは監

督職員又は受注者が書面により同意することをいう。

(8) 協議

協議とは、書面により契約図書の協議事項について、発注

者又は監督職員及び受注者が対等の立場で合議し結論を得る

ことをいう。

(9) 通知

通知とは、発注者又は監督職員及び受注者又は現場代理人

の間で、工事の施工に関する事項について、書面により互い

に知らせることをいう。

(10) 受理

受理とは、契約図書に基づき受注者の責任において監督職

員に提出された書面を監督職員が受け取り、内容を把握する

ことをいう。

(11) 確認

確認とは、契約図書に示された事項について、監督職員等

が臨場若しくは受注者が提出した資料により、監督職員がそ

の内容について契約図書との適合を確かめ、受注者に対して

認めることをいう。

(12) 把握

把握とは、監督職員等が臨場若しくは受注者が提出又は提

示した資料により、施工状況、使用材料、提出資料の内容等

について、監督職員が契約図書との適合を自ら認識しておく

ことをいい、受注者に対して認めるものではない。

(13) 立会

立会とは、契約図書に示された項目について、監督職員等

が臨場し、内容を確かめることをいう。



（監督の実施）

第３ 監督職員等は、別表の各項目について技術的に十分検討の上、

監督を実施するものとする。

附 則

この基準は、令和２年６月１日から施行する。


